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ロ
ー
マ
に
伝
え
ら
れ
た
日
課
表
を

基
本
に
戦
国
時
代
の
授
業
を
再
現

　
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
戦
国
時
代
の
日
本
で
あ

り
な
が
ら
、
は
る
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ

ン
ス
期
の
教
育
課
程
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

全
寮
制
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
、
午
前
４
時
30

分
起
床
、
食
事
は
１
日
２
回
な
ど
、
当
時
の

日
本
人
の
生
活
に
も
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
４
０

０
年
前
の
少
年
た
ち
と
同
じ
日
程
で
授
業
を

進
行
し
ま
し
た
。

日
本
人
が
初
め
て
聞
い
た

西
洋
音
楽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
、
毎
日
１
時
間
の
音
楽

の
時
間
が
あ
り
、
情
操
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
し
た
。
当
時
、
日
本
人
が
初
め
て
聞
い

た
西
洋
音
楽
、
少
年
た
ち
が
歌
っ
て
い
た
グ

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
ラ
テ
ン
語
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

食
事
は
南
蛮
料
理
を
再
現

　
協
力
し
た
有
馬
歴
史
研
究
会
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
伝
わ
る
文
献
を
参
考
に
ス
ペ
イ

ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
ン
ド
・
ア
ジ
ア
の
影

響
を
受
け
た
南
蛮
料
理
８
品
を
再
現
し
ま
し

た
。
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
は
５
段
階
の
供
応

料
理
で
日
本
人
を
も
て
な
す
よ
う
指
示
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
大
名
レ
ベ
ル
の
最
高
ラ
ン

ヨ
、
日
野
江
城
内
に
も
茶
室
が
置
か
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
受
講
生
た
ち
は

茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。
茶
菓
子
は
４
０
０

年
前
に
伝
え
ら
れ
た
南
蛮
菓
子
「bolo

（
ボ

ー
ロ
）」。
戦
国
時
代
、
大
変
貴
重
な
輸
入
砂

糖
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
西
洋
菓
子
の
再
現

で
し
た
。

４
人
を
イ
タ
リ
ア
へ
派
遣

　
受
講
生
の
中
か
ら
４
人
を
12
月
に
平
成
遣

欧
少
年
使
節
団
と
し
て
イ
タ
リ
ア
へ
派
遣
し

ま
す
。
今
回
の
授
業
再
現
は
団
員
の
選
考
も

兼
ね
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
南
島
原

市
内
か
ら
４
人
が
派
遣
団
員
と
し
て
、
天
正

遣
欧
少
年
使
節
が
た
ど
っ
た
イ
タ
リ
ア
で
の

訪
問
地
を
訪
れ
ま
す
。

世
界
遺
産
と
の
位
置
づ
け

　
現
在
、
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関

連
遺
産
を
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

す
る
た
め
の
活
動
が
県
内
外
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
は
キ
リ
ス
ト
教
の
繁
栄
と
弾
圧

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

の
授
業
再
現
事
業
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
繁
栄

の
基
礎
を
作
っ
た
南
島
原
市
の
役
割
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
弾
圧
の
た
め
、
閉
校
に
追

い
込
ま
れ
、
現
在
は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
卒

業
生
た
ち
が
地
域
リ
ー
ダ
ー
に
教
え
を
伝
え
、

潜
伏
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
復
活
ま
で
の
２

５
０
年
間
を
支
え
続
け
た
の
で
す
。
現
在
の

長
崎
の
教
会
群
は
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
姿
を
変

え
て
私
た
ち
の
目
の
前
に
あ
る
と
の
専
門
家

の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
世
界
遺
産
の
候
補
と

な
っ
て
い
る
長
崎
の
教
会
群
の
ス
タ
ー
ト
地

点
こ
そ
が
、
南
島
原
市
な
の
で
す
。

ク
の
南
蛮
料
理
。
当
時
の
日
本
人
が
初
め
て

味
わ
っ
た
料
理
を
提
供
し
ま
し
た
。

少
年
た
ち
が
学
ん
だ

ラ
テ
ン
語
の
授
業

　
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
、
外
国
語
の
授
業
も
あ

り
ま
し
た
。
今
回
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
生
徒
た

ち
が
学
ん
だ
ラ
テ
ン
語
を
入
門
編
で
体
験
し

ま
し
た
。
日
本
人
が
初
め
て
目
に
し
た
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
初
め
て
学
ぶ
ラ
テ
ン
語
が
ど

の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
の
か
を
体
験
し
ま
し

た
。

イ
エ
ズ
ス
会
が
重
要
視
し
た

茶
の
湯
を
体
験

　
当
時
、
戦
国
時
代
の
日
本
で
イ
エ
ズ
ス
会

が
重
要
視
し
た
茶
の
湯
も
体
験
。
イ
エ
ズ
ス

会
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
・
教
会
建
設
に
際
し
て
は

茶
室
の
設
置
を
指
示
し
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
リ

　セミナリヨとは、16世紀にヨーロッパの教育
制度を導入して設置したキリシタンの中等教育
機関です。イタリア人でイエズス会の巡察師ヴ
ァリニャーノは、1580年４月にキリシタン大
名有馬晴信の援助を受けてセミナリヨを日野江
の城下町に設置。セミナリヨでは、ルネサンス
期の最先端の教育が行われていました。
　外国語（ラテン語）・音楽・美術・地理学な
ど、セミナリヨでは、現代の教育をほうふつさ
せるような学校教育が、400年以上前の南島原
に導入されていたのです。生徒は九州各地や当
時の都であった京都・大阪、さらにはマカオ生
まれのポルトガル人など、留学生も当時の在校
生名簿に名を連ねています。有馬のセミナリヨ
からは、日本で初めてのヨーロッパ派遣団「天
正遣欧少年使節」をはじめ、多くの国際人を輩
出しました。
　セミナリヨは伴天連追放令規模拡大などのた
め移動しましたが、1580年から1614年までの
国内設置期間中、ほとんどの期間が南島原に設
置されています。南島原市内では移動しながら
北有馬町、加津佐町、有家町に置かれました。

セミナリヨと
ヴァリニャーノ

南島原に導入された西洋式教育の先駆け

西洋音楽再現の時間。少年使節についても学
びました。

難解なラテン語は４００年前の生徒たちも苦
労したはずです。

再現された南蛮料理。文献に基づき８品を
再現。

茶道の時間。帷子の衣装で臨んでみました。 夕食は南蛮料理が振る舞われました。 遠足の時間。日野江の城下町を散策。

｜特集｜ 　　　 南島原市から世界遺産を！戦国時代の全人教育
長崎の教会群とキリスト教
関連遺産を世界遺産へ

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
授
業
を
再
現
！

　
織
田
信
長
に
よ
り
日
本
が
天
下
統
一
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
た
１
５
８
０
年
。
南
島

原
市
に
日
本
で
初
め
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
中

等
教
育
機
関
「
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
」
が

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
史
で
有
名
な
天

正
遣
欧
少
年
使
節
団
は
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
の
第
１
期
生
で
し
た
。
当
時
、
ロ
ー
マ

に
報
告
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
日
課
表
に

よ
り
４
０
０
年
前
の
戦
国
時
代
、
南
島
原

で
日
本
人
が
初
め
て
体
験
し
た
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
の
授
業
を
再
現
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
受
講
生
の
中
か
ら
４
人
を
12

月
末
に
イ
タ
リ
ア
に
派
遣
す
る
団
員
の
選

考
も
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。
主
催
は
南
島

原
市
世
界
遺
産
市
民
協
働
会
議
で
し
た
。

かたびら


